
は じめに :

商業都市 ライプツイヒにおける教養市民層

19世紀前半時代のドイッは,貴族社会から市民社

会へと移行していた。この新たに社会的勢力となりつ

つあった市民とはどのような人々を指すのであろう

か。1794年 の「プロイセンー般ラント法」では,貴
族,都市市民,農民という三つの身分が設定されてい

るが,こ のうち市民は,その生まれによって貴族にも

農民にも属さない者すべても含むとされた
D。
市民身

分はさらに,「すべての公務員,〔・・・〕学者,芸術家,

商人,重要な工場の企業家およびこれらの人々と同等
の尊敬を市民社会で受けている者」の「高次」の市民

と,中小企業家,手工業者等の「低次」の市民に分け
られる。しかし19世紀の市民概念は重層化されてお
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り,こ のように貴族と農民に対置された都市市民に加

えて,プロレタリアートに対置された「有産市民」,

法の前に平等なすべての「国家市民」,そ して貴族と

プロレタリアートとの両方に対置された「財産と教養

をもった市民的中間層」の異なった三つの意味が付加

されていった2)。

この教養という語は,18世紀末からドイツで頻繁

に使用されるようになった「教養身分」という表現に

おいて用いられている。それまで「高級な身分」とは

貴族のことであったが,その頃から貴族と市民という

出生の身分ではなく,「高級な,教養ある身分」とい

う,教養をもった新たな上層身分という階層が生まれ

ることになったJ。 18世紀後半以降,音楽活動の中心

はまさにこのような身分によって担われるようになっ

た。そして当時の人々によって,教養がとりわけ音楽

においてどのようなものとして捉えられていたのか

19世紀前半におけるドイツ市民層の

重層化に伴う音楽教養の変化

一―ライプツィヒにおける合唱協会の活動内容をめぐって一―
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を,ま さに市民層が 18～ 19世紀前半に向けて力を蓄

えていった都市の一つ,ラ イプツイヒの市民の音楽活

動を調べることで,探ることができると考えた。

18世紀にベルリンや ドレスデンでは,宮廷という

場において貴族がイニシアチブをとる音楽文化が栄え

ていたが,ラ イプツイヒはそうではなかった。すなわ

ちここでは繊維工業がさかんであり,12世紀にすで

に始まっていた年二回の商業見本市が開催されるなど

商業都市として発達していた。そして見本市には多く

の人々が訪れ,その期間にはそれを見込んで巡回の劇

団も公演をするなど,商業都市ならではの,外からの

新しい文化を受け入れる土壌はすでに育っていた。ま

た 1409年 にはザクセン地方最大の規模の大学が創立

されており,それにともなって出版業も盛んになって

いた。また 19世紀になる少し前から,読書協会・ や美

術協会が創立され
5,『 一般昔楽新聞 AJ′gθ

“
ι′刀
`ν“

si―

たα′′∫ε力θル′′
“
ηg』 (以 下『AMZ』 と略)を は じめ と

し,次々に創刊された音楽雑誌の総数は,三月前期で

はドイツ語圏では最大であった
6。
そこには人々の知

識や教養に対する情熱がみてとれる。 19世紀半ばの

1850年 でもライプツイヒの人口は 6万 3500人 ほど

で,決 して多くはなかったが,商 人と知識人に代表さ

れる市民が音楽活動においても大きな原動力となって

自発的に活躍する基盤をもつこととなり,演奏会が発

達 し,多 くの合唱協会が設立されたのである。

本論では主にこの時期,す なわち 1848年の三月革

命前の時代 Vonmarzを 中心に,教養を熱望 し,音楽

へと駆 り立てられたライプツイヒの市民が受容した音

楽内容,そ してとりわけ彼らが情熱的に取り組んだ合

唱協会の活動について分析することにする。その際 ,

Fo Schmidtの 『Dαs ν夕sJた′θbθ4ル rb所慇θr′′εレ
“
G′―

sι′′sε力qβ Lθ″ζJgS加 比蘭滅皮 (1815-1848)[三 月前期

におけるライプツイヒの市民社会における音楽生

活]』 を基礎資料とし,19世紀前半の市民が合唱に関

わる上で,その音楽熱がどのような場で育まれ, どの

ような方向に向かっていったのか,そ して彼らにとつ

てその際教養とはどのようなものであったのか,その

内実を考察することにする。

1。 教会 における宗教 曲の演奏

18世紀半ばまでのライプツイヒにおける音楽の中

心は,言 うまでもなくトーマス教会と付属の トーマス

学校であった。1212年 から修道院として創始された

トーマス教会は,1254年 には後の トーマス学校の母

文学・文化編 (2005年 3月 )

体となる音楽学校 SingSchuleを 併設 し,宗教改革の

時期になって音楽学校を監督するカントルの組織をも

ち,それによつて付属の少年合唱隊は高いレベルを保

つようになっていった。カントルとしては,18世紀

においては毎日曜日にカンタータを作曲・演奏してい

たバッハ JOhann Sebastian Bach(1685-1750)が よく

知られているが
7,19世

紀になっても,シ ヒトJohann

Gottfried Schicht(1753-1823,在 1810-23), ヴアイン

lリ ヒTheodOr Christian Weinlig(1780-1842, 在 1823-

42),ハ ウプ トマ ン MOntz Hauptmann(1792-1868,

在 1842-68)ら トマス・カントルのもとで彼ら自身の

作品などとともにバ ッハのモテ ト,モ ーツァル ト

Wolfgang Amadeus Mozan(1756-1791), ハ イ ドン

Joseph Haydn(1732-1809)の 作品が演奏され,《マタ

イ受難曲 MatthauspasdOn》 (BWV 244,1728-1729)の

再演の舞台ともなった。そこでは礼拝用の音楽と,上

述したように見本市期間に「客」を誘う宗教曲の演奏

会も開かれ,毎週土曜日の「モテトのタベ」には地元

の人々よりも市外からの人々が多く訪れた。

しかし一方で,テ レマン Georg Philipp Teleman(1681

-1767)が 1701年 に創始 した大学生を中心 とするア

ンサンブル団体のコレギウム・ムシクムが,ノ イ教会

で定期的な公開演奏会を行なっており,それはトーマ

ス教会の演奏会をしのぐ勢いでもあった。テレマンは

1704年 にライプツイヒを去ったのだが,コ レギウム

はますます栄え,そ の後 も人数は 50～ 60人 を上回

り,週 2回の演奏会を行なうまでになり,ま た多くの

プロの演奏家を生むほどであった。したがってそれに

より,それまで隆盛を極めていたトーマス教会の合唱

隊は,以前はコレギウムの学生たちに協力されるほど

であったのだが,そ の状況は逆転 してしまった
紳
。す

なわち教会で音楽の訓練を受けた者が,そ うでない有

能な素人からその場をおびやかされることになったの

である。

2。 ゲヴアン トハウスの宗教音楽演奏会

トーマス教会が,そのような状況に陥ったのには理

由があつた。すなわち教会においては集会空間の神聖

さ,礼拝と音楽の一体化,限られたレパートリーなど

が本来の意味での公開演奏会への発展を妨げていた。

しかしその一方でそこは皆が自由に出入りできる空間

であり,そ こで音楽家と聴衆の出会いがあることか

ら,すでにこの教会での演奏会において,公開演奏会

の基礎はできていたともいえる。そしてそのように宗



教曲の演奏が教会の外に出て行くのに伴い,市民が合

唱曲の演奏で外に出て行 く機会もさらに増えていっ

た。ライプツイヒではその主な場がゲヴァントハウス

であった"。 このゲヴァントハウス演奏会の運営は 12

人の市民から成る理事会によって行なわれていた
Ю
。

その内 6人は商人,6人は教養人であつたが,20年代

半ばになると商人は教養人より優勢になった。1821

年と 1841年の理事会のメンバーには宮廷裁判官,大

学教授,総領事,枢機卿試補,私的教養人兼宮廷顧問

官 (ロ ホリッツ),哲学教授兼宮廷顧問官,商業経営

者兼建築士,銀行家,小売商店主,私的なサークルの

監督,市長,市議会員,参事宮,弁護士,司教座教会

首席,書籍商,楽譜商がおり,比較的高い教養層の者

から選ばれていた
H)。 このことは,商業都市ライプツ

イヒで教養市民層と富裕な商人が重要な文化事業であ

る演奏会創始に関わっていたという興味深い事実を示

してくれる。商人たちはまさに次第に力をつけていく

最中にあったのである。

むろんゲヴァントハウスでは,大規模な器楽作品も

多く演奏されていた。しかし初期のコンセール・スピ

リチュエルに倣い
曖),キ リス ト教歴の節々の待降節や

四旬節の時期にはオラトリオ, ミサ曲,レ クイエム ,

カンタータなどの宗教曲を,そ して枝の主日 (復活祭

の直前の日曜日)に は受難オラトリオを演奏し,1830

年からは「貧しい人のための慈善演奏会」と名を変え

て,そ の後 15年間続 くことになった。ここではグラ

ウンCarl Hcinrich Graun(1703/04-1759)の 《イエス

の死 Tod Jczu》 やハイドンの 《十字架上のキリス ト

の七つの言葉 Die sieben letzten Wo■ c unseres Erlё sers

am Kreuze》 (Hobo XX/2,1794)な どが演奏されてい

る。またそれと同時に「オーケストラの年金基金のた

めの慈善演奏会」も行われた。表 1に あるように,ゲ

ヴァントハウスの慈善演奏会の曲目は,ヘ ンデル

Georg Friedrich Handel(1685-1759)か ら同時代の作

曲家までの,オ ラトリオやレクイエムなど比較的大き

な規模の宗教曲であった
B)。 この中でもヘンデルの

《エジプトのイスラエル人 Isracl in Egypt》 (1739)の

演奏においては,メ ンデルスゾーンFelix Mendelssohn

(1809-1847)の 指揮で 250人あまりの合唱で演奏さ

れ,そ こにはプロの歌手のみでなく,市民のデイレッ

タントが演奏に参加していた。これらは,教会の教会

歴によった礼拝のための音楽ではなく,市が主催した

ものであり,教会音楽としてではなくステージ上の宗

教音楽の演奏会であった。市民はそこでは宗教的気分

と知的な雰囲気の両方を味わうことができ,ま たその
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表 1 ゲヴァン トハ ウスの慈善演奏会の レパー トリー
(1815-47年 )

Manuel de Moraes Pedroso(1750-1770)

Johann Wilhelm Stadler(1747-1819)

内容によっては場合によつては望んで教化された。そ

のように時代が進むと,市民レベルの音楽参加がます

ます盛んになっていったのである。メンデルスゾーン

が指揮者・監督として活躍していたことも,レベルの

高い合唱団を保つのに一役買っていたことであろう。

そのように教会でのゲヴアントハウスやさまざまな場

で市民たちは,活発に音楽を受容し始め,単に演奏会

に出かけるだけでは,満足しきれなくなり,自 らが演

奏する倶1に なっていったのである。

3。 市民の合唱活動

このような教会主宰でもなく,ま たゲヴァントハウ

スにおけるようなプロの団体でもない,音楽を職業に
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演奏年 作曲家 作

1815

1816

1817

1818

1819

1821

1822

1823

1824

1825

1826

1827

1828

1829

1830

1831

1834

1835

1836

1838

1839

1841

1844

1845

1847

Handel

Schnelder

Mozart

Handel
Goto Weber
Schicht

Schnelder

Graun

Handel

Bcethoven

Schicht

Stadler

Schnelder

NIIozart

Schnelder

Haydn
Schnelder

Neukom
E)robisch

Schnelder

Spohr

Bcethoven

Mozart

Naumann
Schnelder

Handel

Pedroso

Mozart
Cherubinl

Haydn

Handel

Mendelssohn
Mendelssohn
Mendelssohn
Hiller

Mendelssohn

Hiller

Schnelder

Mendelssohn

Orato五 um 
°・
Messias''

Ky五 e,Glo五 a

Requiem
Orato五 uin“ Messias''

Requlem
Hymne
Messe

Oratorium “Tod Jesu"

Oratoriurrl ``Judas Macabeus"

Oratorium“ Ch五 stus am Olberge"

Passion ``lDie letzten Stunden der Erlё sers"

Orato五 um ``]Die Befreiung JenlsaleⅡ is"

Kantate“Totenfeier"

Requlem
Kantate “Jchovas ist Erd"

C)ratoriunl ``Die Schё pfung''

Orato五 um “Die gro3e Flut"
Kantate “Der(Dstermorgen"

宗 教 濠J“ Bonifacius, dcr Apostel dcr

Deutschen"

C)ratoHum “Das verlorenc Paradies''

C)ratoriurlll “E)ie letzten E)inge"

Oratorium“ Ch五 stus am 01berge"

Requlem
Pilgerlied

Oratorium “Pharato"

C)ratoriunl “Sanlson"
“Kein Auge soll sich feutchten"(器 楽 曲 )

Requlem
Missa solcmnis No。 4

“Der Herbst''und“ Winter"aus Oratorium

“E)ie Jahreszciten"

Oratoriurrl ``Israel in Egypt"

Psalms Nr。 42,Nr.H5
Psalms Nr。 95

Hymne“ Lass',O Herr,Mich Hilfe Finden"
Oratorium “Die Zerstё rung Jerusalems"

Psalms Nr.95

C)ratoriunl “I)ic Zerstё rung JerusalelIIs"

Oratorium“Das Weltge五 chノ (作品の 25

周年記念 )
Orato五 ul■ “Elias''



56 甲南女子大学研究紀要第41号 文学 0文化編 (2005年 3月 )

はしていない者たちが,聴衆としてだけではなく,演   れた合唱協会とその活動内容をまとめたものである。
奏者として,こ の都市の重要な音楽の場に積極的に参  以下に各々の協会の成立経緯と活動内容をみていくこ

加するようになってきていた。その主な場が合唱協会  とにする。
である。表 2は 19世紀前半にライプツイヒで創立さ

表 2 ライプツイヒの合唱団体 (1802-64)

創立年 創立者 名 称 活動内容,メ ンバー レパー ト

1802 Schicht Singakadenllc 音楽が主目的 :音楽能力や出自が問わ
れる。

宗教作品のみ演奏。表 3,表 4参照。

1805 Ricm Zweite Singakademic

1811 Ricm D五 tte Singakadenlic

1815 Liedertafel* 社交を重視する男声合唱団。歌曲集の

充実。

シュナイダー,シ ュルッ, フィンク,
ロホリッツ, メンデルスゾーン,オ ッ
トー Franz Otto(1809-1842),ウ ェー
バー,サ リエ リ,ウ ェルナー Gregor
Joseph Wemer(1693-1766), シ ユ ー
ベル ト,ツ ェルナーの作品。民謡。
(本文第 3章参照 )

1817 Schulz 二つの Singakademieを 統合。

1819 Muslkvereln 合唱と器楽を両方演奏。 モーツアルトの 《コシ・フアン・トゥ
ッテ COsi fan tutte》 表 5参照。

1822-24 sangervenn“ Paulus'' * メンバーは神学科の学生で,礼拝にお
ける演奏を課され,大学の祝日でも演
奏していた。

1828 Wagner Tuunel iiber der Plei3e
(SontagsgeseHschaft des

Pcters)

秘密結社的なグループで,毎週あやし
げな宿屋に集まり, テイル。オイレン
シュピーグルを守護聖人とした。文学
者,書籍商人,指揮者,楽譜出版者,
著作家,『AMZ』 の編集者,等職人,
役者,歌 手,鍛 冶屋,音 楽監督,商
人,医者,説教者,大学教授等。

マルシュナーの作品

1829 Muslkvereln `Orpheus 音楽の基礎気知識と歌唱能力が必要。
メンバー数は 1834年 17,1835年 24,
1838年 に 70,1845年 に 71。

1829 Musikvercin(1833ま て⇒ ピアノ伴奏付き合唱団。

1830 Zittauer Sangerverein* ギウムナジウムの学生の合唱団から始
まり,公 開演奏会のみに参加。1850
年にパウリナ教会合唱隊に合併。

1831 ZёHner Zё llner― Verein* ドイツの国民教育に役立てるための ,
新しい教育的な作品を演奏。

ッェルナーの 《粉挽き歌 Mul l erlic_
der》 ,ケ ルビーニの 《レクイエム》,
ベートーヴェンの 《フイデリオ》,《か
んらん山上のキリスト》など。

1833 第 2 Zё Hner― Verein* メンバー数は 12～ 16人に限定。

1838 第 3 Zё llner― Verein*

1838 Petschke 第 2 Liedcrtafel 創立時に 25人のメンバー (弁護士 ,
書籍商,法律家,神学校受験者,学生
等),1844年 51,1847年 82。

1842 Schochsche Vereln 遠足,創立記念祭,ク リスマスプレゼ
ントなどの「社交の楽しみ」が重要。
若い商人からなる。

ク ーラ ウ F五 ed五ch Kuhlau (1786-
1832)の 《すべての山の頂きにもber
allen Gipfein》

1842 Quartettverein* 手工業者,リトグラファー,鉄道就労者

1845 Schochsche Verein と

QuanettVerein統合→

Gesangverein `Odeon'

メ ンバ ー 22 人。

1845 Gesellen― Gesangverein 職人のフェライン。44人で始まる。 青年歌ではなく,男声四声の合唱曲を
歌うという趣旨をもっていた。

1846 Mendelssohn Liederkranz 地位の高い紳士淑女が月に一度大きな
ホールで演奏。歌唱技術に重きを置く。

1846頃 Philharinonic―

Gesangvereln

ヴェーバー 《魔弾の射手 Der Freis
chutz》

1846(47) Osslan 歌唱技術が高し



1848 Kunst―Gewcrbcvcrcins 手工業者のフェライン。

1849-54 Kunst― Gcwerbevereinが 分派 して Gesellen―Gesangvereinに 。後に Zёllners Mittwochsverein。

1851-58 二つの Zё llner― verein統合。

1860 Gesellenverein,Zё llners Mittwochsvereinと der Jungste zё llner… Vereinが統合。

1860 Zё llner― Bundに 20団
体加盟

338人 が集まった 20団体の男声合唱
フェライン。

1864 Allgemeiner deutscher Gasangerbundに Lcipziger Gasangcrbund力 日]盟。

※*印は男声合唱協会。

3.1.「 ジングアカデミー Singakademic」

ベルリンではすでに1790年 に「ジングアカデミー」

の前身の「ジングフェライン singverein」 が創設さ

れ,王立アカデミーで練習を行ない,活発に活動を行

うようになっていた。それを受け 1802年 にライプツ

ィヒでも,富裕な商人のリンブルガー JakOb Bernhard

Limburgerの 提案で,ゲヴァントハウスの音楽監督で

トマス・カントルも務めたシヒトを中心に「ジングア

カデミー」が創立された。1827年 にはゲヴァントハ

ウスの音楽監督であるポーレンツ Christian August

Pohlenz(1790-1847,在 1827-1835)が 指揮者 にな

り,同年彼は「ジングアカデミー」,「ムジークフェラ

イン」,そ して宗教曲専門の男声合唱団である「パウ

リーナ教会合唱隊 Pauliner」 と合同の宗教曲演奏会を

行ない
円
,こ れ以降パウリーナ教会における聖金曜日

の午後には,ポーレンツの「ジングアカデミー」定例

演奏会が行われるようになったい)。 表 3は 1815～ 20

年の宗教曲の演奏曲目である。最も古いレパートリー

では,パ レストリーナの曲を演奏しており,古楽に注

目していることがわかる。またポーレンツの定例演奏

会の曲目は表 4に示した通りで,こ こでもゲヴァント

ハウスのレパートリーと同じくヘンデルから同時代ま

での作曲家の曲目が並んでいる。これらから「ジング

アカデミー」が,高いレベルの作品を演奏する技術を

実現することのできる団体であり,それはゲヴァント

ハウスの音楽監督らのハイレベルの指導のもとで育ま

れたことがわかる。

1805年 にはオルガン奏者の リーム wilhelm Fric―

drich Riem(1779-1859)も 「第 2ジ ングアカデミー」

を創 り,ゲヴァントハウスの音楽監督シュルッ JOhann

Abraham Peter Schulz(1747-1800)が それを引き継い

でいる。18H年にリームは「第 3ジ ングアカデミー」

も作ったが 1814年 に解散 し,1817年 に 2つの「ジン

グアカデミー」は約 150人のメンバーを集め一つに統

合されている。ここで注目すべきは,メ ンバーには,

基礎的音楽知識,す なわち音部記号,音符,拍子,調

性のみならず,すでにある程度修練された声,正 しい
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表3「ジングアカデミー」の宗教曲演奏曲目

表 4 ポーレンツ「ジングアカデミー」定例演奏会の演奏
曲目

聴音力,新 曲視唱能力などの音楽能力が必要とさ

れ耐,ま たライプツイヒの上流の高貴な家庭の紳士淑

女であり,有能な指揮者のもとで「まじめで高尚な

歌」,と りわけ宗教作品に専念することが要求されて

いたことである0。 また上述したように,1827～ 43年

のゲヴァントハウスの監督であったポーレンツが指揮

していたこともあり,半ば付属合唱団のごとくゲヴア

ントハウスにおける宗教曲の演奏に参加していたと考

えることができる。

3.2。 「ムジークフェライン Musikverein」

1819年 には声楽と器楽の両方を演奏する「ムジー

クフェライン」が登場し
閣,1828年にはピアノ伴奏の

みをもつ「ムジークフェライン」もできている。同年

にはモーッァル トの 《コシ・ファン・トゥッテ Cosi
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演奏年 作曲者 名曲

1815

1818

1820

Ⅳlozart

Palestrina

Bcrgt

Weber
Schulz

Mozart

Haydn

Hymn “Gottheit,dir sci Preis und Ehre"
“Salvum fac regenl"

Lied fur chOr

Jubelkantate

“Salvum fac regenl''

Hymn E)― dur

Orato五 um “I)ie Schё pfung"

年 作曲者 目曲

1829

1830

1831

1832

1833

1834

1835

1836

1837

1838

1839

1840

1841

1842

1843

Schnelder

Handel

Schicht

Haydn

Handel

Bcethoven

Schnelder

M【 ozart

Neukom
Mozart

Handel

Schnelder

Chel田 bini

Mozart

Schicht

C)ratoHuln ・・Pharato''

C)ratoriunl “Salrlson"

Oratorium “Ende des Gerechten"

C)ratoriunl “E)ie Schё pfung"

C)ratoriunl “Sarrlson"

Oratorium“ Christus am 01berge"

C)ratoHum “Das WeltgeHcht''

Kantate “Davidde penitente"

Oratoriulrl“ Christi Grablegung"

Requlem
Orato五 um“ Salmson"
Passionsorato五 um“ Gessemane und Golgotha

Requlem
Kantate `lDavlddc pcnltente'

“Ende des Gerechten"



表 5「ムジークフェライン」の宗教曲の演奏曲目

演奏年 作曲者 目曲

1823

1825聖金曜 日

1826

1827聖金曜 日

1828

Naumann

Handel

Mozart

GaHus※

Mozart

Eibler

Haydn

Spohr

Naumann

Kantate“Vater Unser"

Oratonum“ Mesdas"(慈 善目的, トーマス教会 )
Rcquた m(パ ウリーナ教会 )
“Ecce quomodo moritur Justus"

Requiem

Krё nungslmesse

Oratonum“ Die Schёpfung"(慈 善 目的,ポーレンツ指揮「ジングアカデ ミー」 と共演 )
C)ratoriurn “E)ie letzten E)inge"

Pilgerlied

※
Joannes Gallus(mid。 16ぬ century)
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fan tutte》 (K588, 1789-90)を ,寅奏しているが, 1833

年には解散している。しかしその間にも1829年 には

男性 9人と女性 3人が再び新しい「ムジークフェライ

ン 《オルフェウス orpheus》」を倉1っ た。 この「フェ

ライン」に新しく入る者もまた音楽の基礎気知識と歌

唱能力を必要とされた。また「ジングアカデミー」の

設立にも関わったリンブルガーが 1836～ 47年 には責

任者となり,こ の時期は,メ ンバー数が 1834年の 17

人から,1835年 に24人 ,1838年 に70人 ,1845年 に

71人 と増えており,《オルフェウス》の黄金期であつ

た。「ムジークフェライン」のレパートリーは表 5に

見られるように「ジングアカデミー」にも劣らず大規

模な曲を演奏している
り
'。

その他に歌唱技術に重きを置く団体には,1846年

にメンデルスゾーンが設立し,社会的地位の高い男女

が月に一度演奏し,そ して晩餐も取っていた混声合唱

団「リーダークランツ Liederkranz」 ,1846(1847?)

年に成立した混声合唱団「オシアン Os豆 an」 もあっ

た。

3.3.男声合唱協会「ライプツイヒ・リーダーターフ

ェリレLeipziger Liedertafel」

しかしこの時期にはとりわけ男声合唱協会のめざま

しい活躍が見逃せない。ベルリンではすでに 1809年

にツェルター Carl FriedHch Zelter(1758-1832)の 提

案で詩人と作曲家の男声合唱協会「リーダーターフェ

ル」が設立され,1ケ 月毎に食事に集まり,メ ンバー

は自作の詩や曲を演奏 した。1年後の 1810年 にはチ

ューリヒのネーゲリ Georg Nagdi(1773-1836)に よ

る「男声合唱協会 Mannergesangverein」 も作られてい

る20。 これらに共通しているのは,男声合唱であるこ

と,そ してジングアカデミーに比較すると,歌唱技術

よりも社交に重きが置かれることである。

ライプツイヒでは 1815年に「リーダーターフェル」

が設立されている。メンバーは月に 1回集まり,詩的
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で音楽的なリート芸術において三・四声部の男声合唱

を演奏し,音楽について語り,「食卓」を意味するタ

ーフェルの名の由来通り,食事を取った。すなわちこ

こは音楽のみに専念するのではなく,華々しい社交の

場でもあった。メンバーは夕方に集まり,ま ず茶を飲

み,それから前回の集会記録が言売み上げられ,新 しい

曲を受け入れるにあたつての討議と秘密投票が行なわ

れる。夜 9時の食事には歌曲集の中から曲が歌われ

る。また夏期の「リーダーターフェル」は,メ ンバー

の避暑地で行われ,ク リスマスやさまざまな祝日も

「リーダーターフェル」にとって打ってつけの機会と

なった。創立記念祭においては女性も招待されてい

る。メンバーはともに歌い,悲 しみや喜びを分かちあ

うような雰囲気もあった。しかしその家族のような雰

囲気を分かち合う仲間の社交の場である一方,限 られ

た者のみが参加できる閉じた組織であった。すなわ

ち,メ ンバー数はそれぞれの声部に3人ずつで 12人

に制限されており,彼らは音楽的教養に恵まれ,自 ら

詩や音楽も作れる上に品行方正で社交に長けた者であ

ることが望まれた]。 この「リーダーターフェル」の

25年記念祭に当たる 1840年 に,メ ンデルスゾーンは

《Sechs Lied ttr 4 Mannersdmmen》 (op.50)を この祝

祭に捧げている。しかしこの祝祭の後に「リーダータ

ーフェル」は次第に衰退していくことになる。

また「リーダーターフェル」では 1836年 に,投票

で決定された曲を収めた歌曲集『ライプツイヒ・リー

ダー ター フェル歌集 Gesange des Liede■ afel zu

Lcipzig』 が出されている。この中にはトーマス教会

のオルガン奏者のシュナイダー Friedrich Schncider

(1786-1853)の 32曲 ,ゲヴアントハウスの音楽監督

シュルツの25曲 ,音楽評論家フインク Gottiied Wil―

hdm Fink(1783-1846)の 25曲 ,宮廷顧問ロホリッ

ツの 18曲 ,そ してその他には商人の 16曲 ,哲学教授

の 15曲 ,教会役員試補の 15曲 ,書籍商の H曲 ,銀

行家の3曲 ,弁護士の 2曲が収められている。そして



主に外国人作曲家を集めた外国作品集の「Fremden―

buch」 には,ク ロイツァー Konradin Kreutzer(1780-

1849),オ ットー Franz Otto(1809-1842),ヴ ェーバ

ー Carl Maria von Weber(1786-1826),サ リエーリ An―

tonio Salieri(1750-1825),ヴ ェルナー Gregor Joseph

Werner(1693-1766),シ ユーベ ル トFranz Schubert

(1797-1828),「 ツェルナーフェライン zё llner― Verein」

の創始者 ツェルナー Karl F五 edrich Zёllner(1800-

1860),上述のシュナイダーの作品,そ して民謡から

も取り入れられている
2'。
すなわち「ジングアカデミ

ー」に比較すると,易 しく,同時代の作品,メ ンバー

の作品が多い。

また 1822年 に,学生のサークルから出発 した合唱

協会が, トマス・カントルのシヒトとパウリーナ教会

のオルガン奏者のヴァーグナー Gothelf Traugott Wag―

ner(1779-1832)の 指揮のもとで,男声合唱協会「ゼ

ンガーフェライン Sangerverein《 パ ウルス Paulus》」

となって創立された。メンバーは神学科の学生で,礼

拝における演奏を課され,大学の祝日でも演奏し,こ
の頃は「 トーマス教会合唱隊」より力を発揮 してい

た。

さらに 1838年「第 2リ ーダーターフェル」が創立

された。「第 2リ ーダーターフェル」も音楽的教養が

必要とされたが,以前のものほど排他的ではなかっ

た。12年 もの間ペチュケ Hermann Theobald Pctschke

(1806-88)が指揮を務め,音楽技術 を高めた。創立

当時に 25人のメンバーの中には弁護士,書籍商,法

律家,神学校受験者,学生等がおり,メ ンバーは 1844

年には 51人 ,1847年 には 82人 にのぼ り,こ のフェ

ラインは,入場料を取る演奏会は行なわず,四半期集

会と創立記念祭でも聴衆は招待という閉鎖的な形を取

っていたのが特徴的である。

3.4。 教育的団体「ツェルナーフェライン zё llner―

Verein」

また,音楽を主目的に受容する団体や男声合唱のむ

しろ娯楽に偏ったサークル以外に,教育的な目的を強

くもつ団体も生まれている。 トーマス教会でかつてシ

ヒトの生徒であったツェルナーがその中心人物であ

る。彼は音楽教師,作曲家として活動しており, ドイ

ツ民族の基礎教育に役立つような,新 しい教化的作

品,す なわち小さいサークルのみに通用するような曲

ではなく,民族に浸透し,皆の共通財産となるような

ものを目指し作曲していた。ツェルナーはそのような

理念のもと,フ ォルクスシューレの若者のために歌曲
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を書き,音楽学校を創立し,市立自由学校 Ratsici―

schuleの 少女たちに日曜日に自宅で歌の授業を行なっ

た。そこで彼はまさに市民の音楽教育者という自覚を

もっていた。彼は 1830年 頃から混声や男声四部の曲

を書いており,ゲヴァントハウスの音楽監督のシュル

ツ家で祝われたツェルナーの誕生日に歌われたその作

品の内容に感動した歌い手たちが,その練習の継続を

もちかけ,それが毎日曜日に集まる運びとなった。そ

れが 1831年 の「ツェルナー フェライ ン Zё llner―

Verein」 創立の発端であった。

またこのフェラインから独立して 1840年 には,メ

ンバー数が規約によって 12～ 16人 と決められた「第

2ツ ェルナーフェライン」が発足している。しかし1851

年には最初の「ツェルナーフェライン」に合併され,

1858年 には解散した。

1846年 には「第2ツ ェルナーフェライン」と「フ

ィルハーモニー・ゲザングフェライン Philharmonic―

Gesangverein」 が男声合唱の二大フェラインとなって

いた。この二つはオーケストラの伴奏で多くの演奏会

を行なっており,ゲヴァントハウスの指揮者であった

メンデルスゾーンやガーデNiels Wilhelm Gadc(1817

-1890)は これらの小さな演奏会に自分の曲を持参

し,ツ ェルナーの 《粉挽き歌 Mullerheder》 も連続演

奏会ですべて歌われている。その他ケルビーニの 《レ

クイエム Requiem》 (1816),ベ ートーヴェンの 《フイ

デリオ Fidelio》 (op.72,1804-05)と 《かんらん山上

のキリストChristus am 01berge》 (op.85,1804)も 演

奏されている。「フィルハーモニー・ゲザングフェラ

イン」は, ヴェーバーの 《魔弾の射手 Der Freischutz》

(op。 77,1817-20)の演奏,オ イテルペの演奏会への

参加や,独自の公開演奏会など活発な活動を行なって

いる。

3.5.手工業者の団体

また,よ り「低次の」市民の合唱協会も1840年代

以降にできている。それは,1842年に創立した主に

若い商人から成る「ショッホ・フェライン schOchsche

Verein」 ,も う一つは手工業者,リ トグラファー,そ

して鉄道就労者から成る「カルテットフェライン

QuaiettVerein」
劉,1845年 に指揮者ツェルナーのもと

で職人が男声四部の合唱曲を歌うという趣旨をもって

44人 で始まった「職人ゲザングフェライン Gcsellen―

Gesangverein」 ,そ して 1848年 に創立された「工芸フ

ェライン Kunst― Gewerbeverein」 が創立されている。

ここでは「音楽の楽しみ」以外に,遠足,創 立記念
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祭, クリスマスプレゼントなどの「社交の楽しみ」が

重視された。

この「工芸フェライン」は 1849年以降「職人フェ

ライン Gesdlenverein」 ,そ して「ツェルナー・水曜フ

ェライン zё llners Mittwochsverein」 と名を変え,かつ

ての市立自由学校の生徒がメンバーであった「第3ツ

ェルナーフェライン der Jungste Zё llncr― Verein」 とと

もに,1860年 ツェルナーが亡くなった際に 1つ に統

合された。また 1860年 には,338人が集まった 20団

体の男声合唱フェラインによつて「ツェルナー連盟

Zё llner― Bund」 が設立されている。

3.6。 それ以外の団体

また音楽芸術を主目的とする正規の合唱協会だけで

なく,秘密結社的な内容をもつ団体も創立している。

当時のウイーンの「Wiener Ludlamshё hle(ウ イーン・

ルートラーム洞窟)」 とベルリンの「Tunnel uber der

Sprec(シ ユプレー川の向こうのトンネル)」 に倣い,

ライプツイヒでも1828年創立された「Tuunel uber der

PleiBc(プ ライセ川の向こうのトンネル)」 男J名 「Son_

tagsgesellschai des Peters(ペ ーター日曜協会)」 であ

る。これは,最初は 2人のメンバーから始まった,閉

鎖的で秘密結社的なグループであり,毎週あやしげな

宿屋に集まり,テ イル・オイレンシュピーグルを守護

聖人とし,「ユーモアがあり,ばかげた」ことを楽し

んでいた。例えばあらゆる概念は「良い」は「悪

い」,「長い」は「短い」という具合に裏腹にみなされ

るのである。メンバーには文学者と書籍商人が多く,

その各々は「かみくず Makulatur」 とされ,あ だ名も

もっていた。メンバーにはその他にも,指揮者,楽譜

出版者,著作家,FAνz』 の編集者フインク,大学教

授,説教者,音 楽監督,商 人,医者,等 職人,鍛冶

屋,役 者,歌 手等がいる。マルシュナー HdnHch

Marschner(1795-1861)も この団体のために男声四声

の合唱曲をつくっただけでなく,その指揮者になった

ことから,こ の団体はリーダーターフェルヘの道を歩

むことになった。しかし1831年 にマルシュナーがラ

イプッィヒを去り,こ の「トンネル」は音楽的意義を

失い,単なる娯楽サークルとなってしまった。

このようにライプツイヒでは多数の市民の合唱組織

が存在しており,1868年には 10の合唱協会,36の 男

声合唱協会が存在していた。元来ドイツのテューリン

グン地方やザクセン地方では音楽が活発であつたが,

この地方においては 20年代から合唱祭 Sangerfesteが

発達し,男声合唱があちこちに普及すると「民族の祭

典 Volksfeste」 として大きなものになり,国民はそれ

に熱狂したのである
24。 そしてドイツの他地域で行わ

れる祭典にもライプツイヒの諸フェラインは参加して

いたのである。また 1864年 には「ライプツイヒ合唱

連盟 Leipziger Gasangerbund」 が「ドイツ合唱運盟 All―

gemeiner deutscher Gasangerbund」 に力日盟している。

これまでみてきた合唱協会は大きく分けると異なっ

た 6つのタイプがある。1つ は,「ジングアカデミー」

のように,表 3や表 4にみられるような技術的に難し

い曲――歴史主義的な思想のもとに古楽曲や宗教曲の

レパートリーも含めて一―を演奏したり,ま た会員に

も階級的にも技術的にも高度な条件をつけたりする点

で,高いレベルの教養が必須であった混声合唱団であ

ったと考えられる。これはロンドンの古楽演奏の協会

やベートーヴェンのみの演奏を行う協会や
2,,ま た古

楽のレパートリーを広く扱うカッセルの「チェチリア

協会」においてと同様であり,多 くの都市で最も特権

的であつた。また 2つ 目は,器楽と声楽が合同で演奏

するもので,こ こでも比較的大きな宗教作品を演奏し

ていた。3つ 日は,「リーダーターフェル」のよう

に,やや社交に重きを置き,同時代のドイツの作曲家

や指揮者の作曲した作品などを演奏している男声の合

唱協会である。彼らは仲間の絆を重用視していた。4

つ目は, ドイツの国民教育をも目指すような,音楽教

育を目的とする「ツェルナーフェライン」のような団

体である。そして,5つ 目が手工業者の団体で,彼 ら

はライプツイヒにおいては,4つ 目の団体と統合する

ことになる。6つ 目が秘密結社的な娯楽が主目的の団

体である。それらはときに共存しながら,時代を下る

につれて音楽のレベルを下げていつたことは明らかで

あり,素人が参加し易いものになっていることがわか

る。そして当初は音楽が主目的であったが,その娯楽

目的が増え,教育への利用や,そ して職業意識を高め

るために, ドイツ国家の国民としての意識を高める道

具としても役割さえ果たすようになっていった。

おわりに :

合唱協会の変遷にみられる市民の重層化

この 19世紀前半は,人 々の教養の享受方法におい

て自発性が顕著にみえてくる時期である。それまで教

養を享受していたのは主に貴族であり,彼 らの間でも

音楽は学ぶべきそして愛好すべき対象であった。しか

し貴族の音楽実践は社会の大勢を大きく動かす活動力

ではない。市民がその中心になったときに,プロの音
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楽家の監督下で多くの人々が共通して体験できる音楽

実践が,合唱という形態であった。そうして合唱を始

めたばかりの彼らは,専 ら宗教曲に専念した。そして

この宗教曲が教会の外で演奏されることで,女人禁制

のしばりはなくなり,受容可能な層はますます厚 くな

った。そしてとりわけパレス トリーナなどの過去の宗

教曲を演奏することは,ロ マン主義の中で遠い過去を

想起させ,聖なる気分を味わうことができ,ま た当時

の歴史主義ともあいまって過去を認識する知的な対象

にもなったのである。とはいえ彼らは市民の中でも上

層の一部であり,た しかな音楽技術が必要とされた。

ライプツイヒにおいても市民が宗教音楽にあくなき興

味をもったのは, トーマス教会という伝統の中で育ま

れていた宗教作品のもつ知的な産物を欲していたから

だつた。そして確かに「ジングアカデミー」は,音楽

的に高い教養をもつ者が芸術家と組んで結成したもの

であり,宗教曲の演奏を行なうなどエリー ト意識もも

ってはいた。またそこに排他的な面がありながらも,

一定のレベルを保つことができたのは,ゲヴァントハ

ウスや トーマス教会の監督や指揮者といったレベルの

高い指導者が常にそばにいたからである。また音楽誌

の批評家のロホリッツやフインクらの音楽を読むこと

のできる知識にして供給してくれたディレッタントの

活動も,市民の教養への熱望に一役買った20。

ここで表 2を 今一度みることにする。毎年のよう

に,次々と合唱団が創立されているが,その内容は,

年代に沿って刻々と変化もしている。前章に述べたよ

うに,異なったタイプの合唱協会が共存 もしている

が,合唱音楽は,市民でも身分の高い者や大学生の特

権的な教養であったのが,メ ンバーはしだいに教育さ

れるべき子供たちや手工業者などの下層市民にまで浸

透し,合唱協会の質そのものが落ち,教養市民層の特

権的・排他的活動の対象ではなくなっていった
2つ

。レ

パートリーも,古楽のポリフォニーや宗教作品など技

術的に難しいものから,次第に同時代の作曲家や自ら

が所属する合唱協会のメンバーの曲になっていき,合

唱協会は誰もが参加できる大衆化されたものになって

いった。すなわち時代が下り,市民が重層化していく

につれ,下層の市民が求めた教養音楽は,高い芸術的

素養をもつエリート層の市民がそれまで享受していた

音楽教養とは異なってしまったのである。それは,彼

らが教養を欲しなくなったというより,む しろ合唱協

会に参加し,何 らかの歌を演奏することのみが彼らの

欲する「教養」になってしまったかのようにみえる。

むろん 19世紀に教養身分が「読み書きする公衆」か

ら「大学教育を受けた者」に変化 しており
謝,そ れに

よって生まれた高級官吏の上層部は,学問的教養を身

につけていない「民衆」とは区別されるようになっ

た2"。 そして教養市民は日常の実利的な世界からは離

反していき,コ ンサートの聴衆としても社交の場とし

てそれを楽しむのではなく,次第に真面目に音楽に集

中して聴 くようになり
30,特
殊なレパー トリーに凝る

ことになる。しかし逆に民衆もしくはそれに近い幅広

い層は,娯楽音楽に興じ,合唱協会においてはもはや

本来の教養は見失われようとしていた。これは,現代

の日本において多数のアマチュア合唱団が抱える問題

とも関連しているであろう。

本稿では,ラ イプツイヒ市民の音楽活動をその合唱

協会の活動内容からみてきた。彼らの活動は一括 りに

することができないほど,多様であった。しかし多様

なものが同時に常に存在していたのではなく,む しろ

歴史的に市民の教養のありかたを変化させていったと

みられる。すなわち特権的な知的教養が一部の市民を

「貴族化」させた一方,教養は下層に広まるにしたが

ってしだいに大衆化されたものになり,合唱は皆が安

易に手に入る「お安いもの」になってしまったのだ。

そしてその後教養市民の階層化がいっそう進んでいっ

た。

このような合唱協会の成立や展開の仕方は多くの ド

イツの都市で似通つているところもあろう
引)。 しかし

またライプツイヒにおいては,ゲヴァントハウスでの

演奏会や見本市での演奏会のために外から入つてくる

音楽や音楽家との接触や,音楽誌の批評家により,常

に観察の目にさらされ刺激を受けていたのである。今

後そのような他都市との比較においてより詳細な分析

・考察をし,ラ イプツイヒの特徴や市民の教養へのあ

りかたをさらに明らかにし,ま た現在日本の合唱団の

ありかたにも目を向けていきたい。

江

1)「 プロイセンー般ラント法」は 1746年 フリー ドリッ

ヒ大王の勅令によつて試みられた,啓蒙主義思の所産
であり自然法の成分化されたものであった。

2)玉川 1991:107頁 。
3)野田 1997:20頁 。
4)読書熱の高まりから,書籍店が建ち並び,ま た娯楽
文学のポケット文庫本の貸し出し文庫数も 1815年 には

6, 1820年 1には 10, 1840年 1に は 16, 1845年1に は 24に ま

でなっている。in:Schmidt 1912:6。

5)18世 紀に「美術友の会 Kunstsocictat」 をは じめ多 く
の美術協会が発足 し,美術の歴史や保存のために活発

に,舌動 していた。
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6)ラ イプツイヒでは 13,次 いでウイーンが 12,ベ ルリ

ン9,マ インツ 5な どとなっている。Schmidt op.cit。 参

照 。

7)彼 の虐、子のヴイルヘルム wilhelm Friedemann Bach

(1710-1784)や クリス トフ Johann christoph Friedrich

Bach(1732-1795)な ども,宮廷や教会に勤める音楽家

ではあったが,そ の一方大学で法律の勉強をしはじめ

ており,教養市民の仲間入りを果たしていたc

8)当 時のカントル,ク ーナウはそのような経緯から 1720

年に議会にコレギウム・ムシクムに対する抗議文を発

表し,教会での演奏権を回復 したのであった。

9)そ のような市民の演奏にはそれ以前に下地があつ

た。すなわち 18世紀後半にヒラーが創立 した「音楽協

会 Musikverein」 の「演奏会協会 Konzengesellscha■ 」が

あった。そこでは主に器楽が演奏されていた。

10)白 鳥館で行われていた「大演奏会 Gro3konze■」はそ

れが行われる建物の名にちなんで次第に「ゲヴアント

ハウス演奏会」と呼ばれるようになった。それまで

も,専 ら教養人と身分の高い者のサークルや,コ レギ

ウム 。ムシクム,主 にデイレッタントが器楽の演奏を

したヒラーの「音楽演奏協会」などがあった。

11)Schnlidt op.cit.: 94.

12)コ ンセール・スピリテュエル cOncert spirituclは 1725

年にアンヌ・ダンカン・フイリドールによって設立さ

れた演奏会で,フ ランス革命中の 1791年 まで続けられ

た初期の公開演奏会。《スピリテュエル》という名称が

示すように,最初はオペラが L演 されない四句節の期

間に,オ ーケス トラと合唱による宗教的作品と器楽作

品を L演 していたc

13)本論中に示される表はすべて,Schmidtの 資料から著

者がまとめたものである。

14)ま たこの「パウリーナ教会合唱隊」は,1836年 には

オイテルペの演奏会 (ゲ ヴアントハウスの控えの間で

行われた小規模な演奏会),そ して 1837年 「ムジーク

フェライン 《オルフェウス》」の演奏会でも歌うなど,

大きな声楽作品が演奏されるときにはいつもエキス ト

ラとして駆 りだされている。

15)Schmidt op.cit.:33.1843年のポーレンツの死後,指

揮者がリヒター E.Fo Richterに 代わったが,聖金曜日の

習慣はそのまま保たれた。

16)Schnlidt op.cit。 : 142.

17)19世 紀前半のカッセルにおける,シ ュポアが創立 し

た「チェチリア協会」の規約には,会 の閉鎖性はみら

れるが,こ れほど細かい歌唱技術 に関する規定はな

い。 [三 島 1997]参 照。

18)ム ジークフェラインはもともと器楽を奏する団体を

指している。

19)Schmidt opo cit。 :30 ff。

20)ペ スタロッチの教育哲学に基づいた,自 然な感性 と

白発性を基調 とした独自の音楽教育感をもつネーゲリ

は 1812年 に合唱の効用を説いている。「限られた人達

だけが高級な芸術を実践するのではなく,高級な芸術

が民衆の,国家の,ひ いてはヨーロッパ全体の共有財

産になり,人 間性自体が音楽の一要素とみなされるよ

文学 。文化編 (2005年 3月 )

うになって初めて,音楽の時代と呼べるものになる。

そしてそれは,合唱活動を押し進めることによっての

み実現する。―持って生まれた声は平凡なものでも,

百人集まって良く訓練すれば立派な合唱団が出来上が

るのだ」西原 1988:105-106頁 。

21)Schmidt opo cit。 : 148.

22)Ibid.

23)「 ショッホ」と「カルテット」は,1845年 に二つの協

会がともにクーラウFriedHch Kuhlau(1786-1832)の

《すべての山の頂きにもber allen Gipfeln》 を歌ったきっ

かけで,22人 のメンバーをもつ「ゲザングフェライン

《オデオン OdcOn》」に統合された。

24 北 ドイツと中央 ドイツ (ケ ーテン,ハ レ,マ グデブ
ルグ等)に おいては,合唱祭は教養階級のみのための

閉鎖的な社交的演奏会にとどまっていた。

25)西原 1990b:183頁 。

26)ラ イプツイヒ出身ではないが,文学者シュトルムも

自ら合唱の指揮を行っていた。in:田 中宏幸 1988:57
-73頁。

27)職業的芸術家はこれらの合唱組織に軽蔑の念を抱い

ていた。メンデルスゾーンは 1840年 の「リーダーター

フェル」25周 年創立記念祭での合唱について,彼 らの

歌い方を非難する手紙を母や姉に書いている。

28)野 田 前掲書 三21頁 。
29)「可音Б  1997: 69]真 。

30)吉成 1990:52頁 。

31)[三島 1997]参照。

参考文献

阿部謹也 1997『 隊 養ノとは/r7か 』東京 三講談社,講談

社現代新書。

加藤博子 1989「 ライプツイヒのコレギウム・ムジクム

ー18世紀前半の幾つかのコレギウム・ムジクムを中心

に」『音楽例 第 35巻 3号  181-191頁。

三島 郁 1993『 ノ9世紀前半のライフ゜ノイど/_~おける市
民を介/_~お ける音楽受容』修士 (教育学)学位取得論

文 (東京学芸大学大学院教育学研究科)

一一- 1997『 ルイ・シュポア作品論一西洋音楽史再構

築にむけて一』修士 (文学)学位取得論文 (大阪大学

大学院文学研究科)。

―一- 2001『 鍵盤上を飛遊する discrをtionと フアンタジ

ー ーノノ.フ ローベルガーのチェン/hi｀″虜にみられる
表現井ど一』博士 (文学)学位取得論文 (大阪大学大

学院文学研究科)。

西原 稔 1987「 ネーゲリのバッハ研究-19世紀初期の
バッハ受容の一側面一」『初〃学己大学研究紀要』第 13

集 95-109頁 。

一一- 1988「 十九世紀の消費と音楽」,『 ポグフォーン』

第 3号 東京 :TBS ブリタニカ 104-115頁。
―一一-1990a『里なるイメージの音楽一f9世紀ヨーロン

ノゞの空と俗』東京 :音楽之友社。

一一- 1990b「 なぜベートーヴェンは偉大なのか」,『現

化
『
測 東京 :青土社 第 18巻 13号  180-191頁。

野田宣雄 1997『 だイン教養市民層の左製劃 東京 :講談



三島  郁 :19世紀前半におけるドイツ市民層の重層化に伴う音楽教養の変化 63

社,講談社学術文庫。                    salza:Hermann Beyer&Sё hne.
大崎滋生 1993『 音楽演奏の歴史―まみがえる過去の音   玉川裕子 1991「 ゲーテにおける市民性の問題」,日 本 ド
楽』東京 :東京書籍。                    イッ学会編『ドイノ市民文化の光と影』東京 :成文堂

レイノア,ヘ ンリー/城戸朋子訳 1990『 音楽とを会-     lo5-141頁。
ノθf5年から現在までの音楽のを会史』音楽之友社    田中宏幸 1988「 シユトルムと19世紀音楽文化」『全沢
(Raynor,Henry。 1975 Music&societyo Since 1815。 New    大学教養学部論集』第 26巻 1号 57-73頁 。
York:A crescendo Book Taplinger Publishing.全 訳)    吉成 順 1990「音楽の近代 :自 立的音楽と公開演奏
Schmidt,F五 edrich 1912 Dα ∫″

“
∫jたJ`b`湾 ルr bttrgι r′ jθレ刀G`―     会」,『切Ⅷ 東京 :ペ ヨトルエ房 50-57頁 。

s`′ Jsθtta/J Lι″zjgS j“ yθ r“ク化 (f∂ f5-ゴ∂イ8).Langen―


